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「
オ
ニ
タ
ビ
通
り
」
っ
て
ご
存
知
で
す
か
？
今
は
「
東
邦
医
大
通

り
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
道
路
の
こ
と
で
す
。
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
と
国
道

一
五
号
線
の
中
間
を
並
行
し
て
大
森
と
蒲
田
を
南
北
に
つ
な
ぐ
道

路
で
す
。
蒲
田
駅
東
口
か
ら
Ｊ
Ｒ
線
を
左
に
見
な
が
ら
大
森
方
面
に

北
上
し
、
右
手
に
東
邦
医
大
を
過
ぎ
て
更
に
北
上
す
る
と
、
内
川
と

い
う
川
を
越
え
環
状
７
号
線
と
交
差
し
ま
す
。
こ
の
内
川
に
は
富
士

見
橋
と
い
う
橋
が
か
か
っ
て
い
て
、
橋
の
北
西
の
角
の
一
街
区
は
大

森
第
八
中
学
校
で
す
。 

こ
の
大
森
第
八
中
学
校
の
敷
地
に
、
戦
前
、
鬼
足
袋
工
業
株
式
会

社
と
い
う
冬
用
の
コ
ー
ル
テ
ン
製
の
足
袋
の
工
場
が
あ
り
ま
し
た
。

「
オ
ニ
タ
ビ
通
り
」
と
い
う
呼
称
は
、
戦
前
こ
の
沿
道
に
有
っ
た
大

規
模
な
建
物
は
こ
の
工
場
だ
け
だ
っ
た
こ
と
で
、
こ
の
道
路
は
自
然

と
人
々
か
ら
こ
う
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

で
は
、
鬼
足
袋
工
業
と
は
ど
ん
な
経
緯
で
大
森
に
や
っ
て
来
た
の

で
し
ょ
う
。 

 

新
素
材
コ
ー
ル
天
の
輸
入
と
国
内
生
産 

明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
年
）
頃
、
通
常
の
木
綿
生
地
以
外
に
、

コ
ー
ル
天
と
呼
ば
れ
る
、
布
の
表
面
が
細
か
く
や
わ
ら
か
な
繊
毛
で

覆
わ
れ
て
手
触
り
が
よ
く
、
か
つ
厚
手
で
丈
夫
な
布
地
も
輸
入
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
布
地
は
丈
夫
な
上
、
付
加
価
値
が
あ
る
の
で
値

段
も
通
常
の
布
地
よ
り
高
い
も
の
で
し
た
。
明
治
二
三
、
四
年
（
一

九
九
〇
・
九
一
年
）
の
頃
、
日
本
で
こ
の
輸
入
布
地
に
目
を
つ
け
た

の
は
、
浅
草
花
川
戸
の
下
駄
・
草
履
の
鼻
緒
問
屋
で
あ
る
小
林
佐
吉
、

平
野
末
吉
と
い
う
人
た
ち
で
し
た
。 

当
時
は
輸
入
コ
ー
ル
天
は
普
通
品
を
「
唐
天
」、
高
級
品
を
「
絹

天
」
と
呼
称
し
ま
し
た
が
、
当
時
売
出
さ
れ
た
の
は
普
通
品
の
「
唐

天
」
の
鼻
緒
で
し
た
。
実
際
に
販
売
す
る
と
コ
ー
ル
天
の
鼻
緒
は
日

本
人
に
広
く
支
持
さ
れ
ま
し
た
。 

 

明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
年
）
頃
か
ら
、
こ
の
特
殊
な
繊
維
で
あ

る
コ
ー
ル
天
生
地
を
国
産
化
で
き
な
い
か
と
多
く
の
繊
維
関
係
の

技
術
者
た
ち
が
開
発
研
究
を
開
始
し
ま
す
。
本
格
的
な
製
品
化
は
明

治
三
二
年
（
一
八
九
九
年
）
頃
に
な
り
ま
す
が
、
明
治
二
〇
年
代
後

半
に
は
試
作
品
も
含
め
て
「
劣
品
」
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
流
通
の
舞

台
に
登
場
し
始
め
ま
す
。
こ
の
頃
、
国
産
品
を
目
指
し
て
先
陣
を

切
っ
て
い
く
の
が
遠
州
（
静
岡
）
の
繊
維
関
係
者
た
ち
で
す
。
価
格

は
輸
入
品
が
一
ヤ
ー
ド
四
銭
に
対
し
て
こ
の
時
期
の
国
産
品
は
一

ヤ
ー
ド
一
銭
六
厘
で
し
た
。 

ち
な
み
に
同
系
統
の
布
地
で
あ
る
別
珍
（
べ
っ
ち
ん
）
の
生
地
開

発
の
研
究
は
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
年
）
辺
り
か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

 丸
平
（
マ
ル
ヘ
イ
）
畔
柳
商
店
と
寺
田
淳
平 

鬼
足
袋
（
オ
ニ
タ
ビ
）
通
り
を
行
く 

廣
瀬 

達
志   
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明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
年
）、
静
岡
県
福
田
（
ふ
く
で
）
地
区

出
身
の
寺
田
源
太
郎
は
東
京
日
本
橋
の
自
身
が
勤
め
る
丸
平
（
マ
ル

ヘ
イ
）
畔
柳
八
十
次
郎
商
店
に
、
同
郷
の
寺
田
淳
平
を
誘
い
入
店
さ

せ
ま
す
。
こ
の
誘
わ
れ
た
寺
田
淳
平
が
、
数
年
後
に
独
立
す
る
コ
ー

ル
天
の
鬼
足
袋
の
創
始
者
で
す
。 

明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
年
）
５
月
に
寺
田
源
太
郎
は
鼻
緒
原
料

問
屋
と
し
て
独
立
し
浅
草
金
龍
山
下
瓦
町
に
店
を
構
え
ま
す
。
当
時

は
輸
入
物
や
開
発
さ
れ
た
ば
か
り
の
国
産
コ
ー
ル
天
、
そ
の
他
布
地

が
取
扱
商
品
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
寺
田
源
太
郎
は
そ
の
後
明
治

四
〇
年
（
一
九
〇
七
年
）
に
浅
草
花
川
戸
に
移
り
、
こ
の
と
き
初
め

て
輸
入
別
珍
を
手
に
し
、
国
産
別
珍
の
開
発
製
造
に
全
力
を
注
い
で

い
き
ま
す
。 

一
方
、
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
年
）
に
は
丸
平
鬼
足
袋
の
創
始

者
で
あ
る
寺
田
淳
平
も
独
立
し
、
ほ
ぼ
完
成
に
近
い
国
産
コ
ー
ル
天

を
使
っ
た
足
袋
の
製
造
販
売
と
、
そ
の
原
材
料
で
あ
る
国
産
コ
ー
ル

天
の
製
造
に
全
力
を
注
ぎ
、
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
年
）
か
ら
は

コ
ー
ル
天
の
「
鬼
足
袋
」
の
商
標
で
一
世
を
風
靡
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

鬼
足
袋
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
丸
の
中
に
平
の
字
は
「
マ
ル

ヘ
イ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
丸
平
畔
柳
八
十
次
郎
商
店

の
暖
簾
分
け
の
よ
う
な
意
味
付
け
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

国
産
コ
ー
ル
天
と
国
産
別
珍
と
の
製
品
化
成
功
に
は
約
一
〇
年

の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
国
産
コ
ー
ル

天
は
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
年
）
頃
よ
り
、
国
産
別
珍
は
明
治
四

二
年
（
一
九
〇
九
年
）
頃
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
テ
イ
ク
オ
フ
（
離
陸
）

し
ま
す
。 

明
治
三
二
年
、
先
に
鼻
緒
原
材
料
販
売
で
独
立
し
た
寺
田
源
太
郎

は
国
産
別
珍
生
地
の
開
発
に
進
み
ま
す
が
、
製
品
化
さ
れ
る
明
治
四

二
年
（
一
九
〇
九
年
）
ま
で
一
〇
年
の
歳
月
が
あ
り
ま
す
。 

寺
田
淳
平
の
ほ
う
は
、
独
立
が
国
産
コ
ー
ル
天
製
品
化
の
成
功
時

期
で
あ
り
、
国
産
コ
ー
ル
天
布
地
の
製
造
の
本
格
化
と
歩
調
を
あ
わ

せ
な
が
ら
、
同
時
に
新
製
品
の
コ
ー
ル
天
足
袋
の
製
造
販
売
を
進
め

て
い
ま
す
。
原
材
料
生
産
と
そ
の
材
料
に
よ
る
新
製
品
開
発
と
製
造

販
売
と
い
う
非
常
に
合
理
的
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ
の
点
で
は
、
当

時
寺
田
淳
平
の
鬼
足
袋
は
時
流
に
乗
っ
た
電
撃
的
な
成
功
だ
っ
た

と
い
え
ま
す
。 

 東
京
寺
田
合
名
会
社
が
コ
ー
ル
天
足
袋
「
オ
ニ
タ
ビ
」
を
販
売 

 

寺
田
源
太
郎
、
寺
田
淳
平
の
出
身
地
、
静
岡
県
福
田
（
ふ
く
で
）

地
区
は
天
竜
川
の
東
岸
周
辺
の
地
区
で
平
成
の
自
治
体
合
併
で
磐

田
市
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
期
よ
り
遠
州
で
は
木
綿
製
造
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
延
長
線
上
で
明
治
中
期
に
国
産
コ
ー
ル
天
の
開

発
を
成
功
さ
せ
た
発
祥
の
地
と
い
え
ま
す
。
現
在
で
も
国
産
コ
ー
ル

天
（
コ
ー
デ
ュ
ロ
イ
）
の
九
割
以
上
は
福
田
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。 

国
産
コ
ー
ル
天
の
生
産
は
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
年
）
に
は
静

岡
県
福
田
地
区
の
独
占
的
産
業
と
な
り
、
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七

年
）
に
は
、
畔
柳
八
十
次
郎
、
寺
田
久
次
郎
、
高
橋
長
兵
衛
、
寺
田

淳
平
の
四
人
の
発
起
人
に
よ
る
東
三
織
物
が
福
田
に
創
立
さ
れ
ま
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す
。
コ
ー
ル
天
織
機
六
台
、
足
袋
底
織
機
一
〇
〇
台
を
擁
し
福
田
一

の
大
工
場
に
な
り
ま
す
。 

寺
田
淳
平
は
、
静
岡
で
国
産
コ
ー
ル
天
製
造
に
関
与
し
つ
つ
、
東

京
に
本
店
（
東
京
寺
田
合
名
会
社
）
を
置
き
東
京
の
足
袋
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
「
鬼
足
袋
（
オ
ニ
タ
ビ
）」
を
売
り
出
し
て
い
き
ま
す
。
当

初
、
布
地
生
産
も
縫
製
も
遠
州
静
岡
（
福
田
、
浜
松
）
で
す
が
、
ブ

ラ
ン
ド
は
東
京
寺
田
合
名
会
社
か
ら
の
販
売
で
し
た
。 

 大
森
の
オ
ニ
タ
ビ
工
場
稼
働 

 

寺
田
淳
平
は
足
袋
縫
製
の
生
産
拠
点
を
静
岡
で
は
な
く
、
本
社
近

く
の
東
京
に
立
地
さ
せ
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
そ
の

頃
に
大
森
周
辺
の
耕
地
整
理
に
よ
る
開
発
計
画
を
知
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。 

当
時
大
森
は
東
京
の
は
ず
れ
で
あ
り
、
畑
と
田
ん
ぼ
の
田
園
地
帯

で
し
た
が
、
都
市
の
近
郊
で
あ
り
、
拡
大
す
る
首
都
圏
周
辺
の
都
市

化
へ
の
開
発
計
画
が
あ
り
ま
し
た
。
耕
地
整
理
に
よ
っ
て
土
地
を
整

備
し
、
道
路
が
建
設
さ
れ
て
流
通
の
交
通
も
確
保
で
き
る
見
込
み
で

し
た
。
ま
た
、
工
場
に
必
要
な
電
気
供
給
も
、
大
森
周
辺
は
既
に
明

治
三
四
年
（
一
九
〇
一
年
）
八
月
二
四
日
か
ら
京
浜
急
行
電
鉄
の
前

身
で
あ
る
大
師
電
気
鉄
道
に
よ
っ
て
地
域
に
電
灯
用
電
気
が
供
給

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

鬼
足
袋
の
設
立
者
寺
田
淳
平
は
既
に
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
年
）

の
段
階
で
大
森
に
工
場
を
設
立
す
る
計
画
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、

耕
地
整
理
が
終
わ
っ
た
末
、
大
正
九
年
（
一
九
三
四
年
）
に
い
よ
い

よ
東
京
近
郊
に
足
袋
縫
製
の
生
産
拠
点
で
あ
る
鬼
足
袋
工
場
を
設

置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
こ
に
い
よ
い
よ
、
機
械
産
業
が
集
積
し
て
い
く
大
田
区
に
あ
っ

て
、
異
色
と
い
え
る
繊
維
産
業
の
立
地
が
成
立
し
ま
し
た
。 

大
田
区
の
区
史
編
さ
ん
専
門
委
員
の
山
本
定
男
さ
ん
が
二
〇
〇

三
年
に
散
逸
す
る
工
場
デ
ー
タ
を
ま
と
め
る
た
め
に
出
版
し
た
「
大

田
区
工
業
の
あ
ゆ
み
」
と
い
う
本
が
あ
り
ま
す
。
主
に
精
密
機
器
や

機
械
産
業
な
ど
重
工
業
系
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
軽
工
業
に
属
す
る

繊
維
産
業
の
「
鬼
足
袋
工
業
株
式
会
社
」
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
筆
者
が
オ
ニ
タ
ビ
を
記
録
し
よ
う
と
考
え
た
の
は
、
こ

の
辺
の
事
情
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

鬼
足
袋
工
業
の
発
展
と
繊
維
産
業 

 

コ
ー
ル
天
と
い
う
柔
ら
か
な
素
材
の
鼻
緒
は
好
評
で
し
た
し
、
今

ま
で
な
か
っ
た
保
温
効
果
の
あ
る
コ
ー
ル
天
足
袋
は
多
く
の
ユ
ー

ザ
ー
か
ら
支
持
さ
れ
、
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
ま
し
た
。
一
躍
一
流
企
業

の
地
位
を
占
め
た
「
鬼
足
袋
」
で
し
た
が
、
問
題
も
あ
り
ま
し
た
。

「
足
袋
」
と
い
う
も
の
は
日
本
人
だ
け
が
使
う
商
品
で
あ
り
、
市
場

は
日
本
人
だ
け
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
朝
鮮
や
「
満
州
」
に
移
住

し
た
日
本
人
が
利
用
し
た
と
し
て
も
限
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
他
民
族

に
は
無
縁
の
商
品
で
す
。
コ
ー
ル
天
に
よ
る
ズ
ボ
ン
（
ニ
ッ
カ
ボ
ッ

カ
）
や
子
供
服
な
ど
の
製
品
開
発
も
進
め
一
定
の
効
果
は
あ
り
ま
し

た
が
、
商
品
が
一
巡
す
る
と
買
い
替
え
に
し
か
需
要
は
生
ま
れ
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
中
で
関
東
大
震
災
と
そ
の
後
の
不
況
に
遭
遇
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し
ま
す
。 

 

関
東
大
震
災
と
寺
田
合
名
会
社
の
消
滅 

大
正
一
二
年
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
は
東
京
の
産
業
に
大
き
な

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま
す
。 

当
時
の
日
本
橋
区
一
帯
は
大
き
な
火
の
海
に
の
ま
れ
、
日
本
橋
大
伝

馬
町
に
あ
っ
た
寺
田
合
名
会
社
の
本
社
も
消
失
し
ま
す
。
震
災
被
害

と
不
況
が
重
な
り
会
社
経
営
も
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

大
正
一
三
年
の
後
半
に
、
寺
田
合
名
会
社
の
名
前
が
消
え
、
今
ま

で
の
業
務
は
鬼
足
袋
工
業
株
式
会
社
が
全
面
的
に
引
き
継
ぐ
こ
と

に
な
り
ま
す
。
震
災
被
害
か
ら
無
事
だ
っ
た
大
森
工
場
に
本
社
機
能

の
一
部
を
移
し
て
営
業
を
続
け
ま
し
た
。
震
災
か
ら
三
年
後
、
鬼
足

袋
工
業
株
式
会
社
は
大
正
一
五
年
一
一
月
二
二
日
に
日
本
橋
本
石

町
電
車
通
り
に
新
社
屋
ビ
ル
を
完
成
さ
せ
、
不
況
の
中
、
宣
伝
や
営

業
に
よ
る
国
内
需
要
の
喚
起
に
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。 

 国
際
環
境
の
変
化
と
時
代
の
圧
力 

新
社
屋
完
成
か
ら
昭
和
初
期
の
一
〇
年
間
ぐ
ら
い
が
オ
ニ
タ
ビ

の
最
も
輝
い
て
い
た
時
期
で
し
た
。
コ
ー
ル
テ
ン
生
地
の
染
色
、
海

外
市
場
へ
の
展
開
、
家
具
や
建
材
へ
の
コ
ー
ル
テ
ン
の
転
用
な
ど
、

有
能
な
人
材
が
育
ち
そ
れ
ぞ
れ
が
関
連
す
る
分
野
を
開
拓
し
、
こ
の

会
社
か
ら
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

昭
和
に
入
り
、
新
体
制
で
事
業
を
進
め
る
鬼
足
袋
工
業
株
式
会
社

で
す
が
、
徐
々
に
国
際
環
境
の
変
化
と
時
代
の
圧
力
が
重
く
の
し
か

か
っ
て
き
ま
す
。 

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
年
）
の
世
界
恐
慌
後
の
世
界
は
、
各
国
と

も
に
、
信
用
不
安
の
中
で
相
互
に
警
戒
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
保
護

貿
易
に
傾
斜
し
て
い
き
ま
す
。
自
国
経
済
の
防
衛
の
た
め
昭
和
七
年

（
一
九
三
二
年
）
に
は
英
国
が
世
界
規
模
の
ポ
ン
ド
通
貨
ブ
ロ
ッ
ク

を
形
成
し
ま
す
が
、
一
九
三
六
年
に
は
日
本
を
除
い
て
英
、
仏
、
米

で
通
貨
協
定
を
結
び
対
立
を
緩
和
さ
せ
ま
す
。
日
本
だ
け
が
日
満

（
日
本
「
満
洲
」）
ブ
ロ
ッ
ク
で
取
り
残
さ
れ
、
や
が
て
日
満
支
（
日

本
「
満
洲
」
中
国
）
ブ
ロ
ッ
ク
に
傾
斜
し
て
い
き
ま
す
。 

欧
米
諸
国
に
と
っ
て
は
、
大
正
期
に
経
済
的
離
陸
を
経
て
、
国
際

市
場
で
新
た
に
競
争
力
を
持
っ
た
日
本
は
目
障
り
な
存
在
で
し
た
。

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
年
）
の
「
満
州
事
変
」
で
欧
米
諸
国
は
、
警

戒
心
を
よ
り
一
層
強
め
、
対
日
経
済
制
裁
で
日
本
の
国
力
増
強
を
牽

制
す
る
動
き
が
よ
り
活
発
に
な
り
ま
し
た
。 

 

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
年
）
日
印
通
商
条
約
が
破
棄
さ
れ
、
オ
ラ

ン
ダ
に
よ
る
植
民
地
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
日
貨
輸
入
規
制
と
続
き
、

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
年
）
の
英
国
及
び
英
領
向
け
の
日
本
製
綿

布
・
人
絹
輸
入
制
限
、
昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
年
）
に
は
米
領
フ

ィ
リ
ピ
ン
で
も
同
様
の
動
き
と
な
り
ま
す
。 

 

昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
年
）
七
月
の
盧
溝
橋
事
件
を
発
端
と
す

る
日
中
全
面
戦
争
は
決
定
的
で
あ
り
、
昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
年
）

日
米
通
商
航
海
条
約
そ
の
も
の
が
廃
棄
さ
れ
ま
す
。
日
本
は
綿
花
輸

入
、
繊
維
輸
出
の
規
制
だ
け
で
な
く
、
ガ
ソ
リ
ン
、
く
ず
鉄
、
鉄
鉱

石
、
銑
鉄
、
銅
、
ニ
ッ
ケ
ル
、
ラ
ジ
ウ
ム
、
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
の
輸
入
も
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禁
止
さ
れ
る
状
況
に
陥
り
ま
し
た
。
加
工
貿
易
立
国
の
日
本
は
様
々

な
資
源
の
調
達
が
困
難
と
な
り
ま
す
。 

次
第
に
圧
力
が
か
か
る
日
本
の
交
易
関
係
の
中
で
、
日
本
は
昭
和

一
三
年
（
一
九
三
八
年
）
に
国
家
総
動
員
法
が
制
定
さ
れ
、
同
年
九

月
綿
の
統
制
実
施
を
行
い
ま
す
。
物
資
動
員
計
画
で
は
、
軍
需
、
官

需
、
輸
出
需
要
、
民
需
と
区
別
さ
れ
、
軍
需
が
最
優
先
と
な
り
ま
す
。

輸
出
品
を
除
き
、
綿
の
内
需
の
大
半
は
製
造
販
売
の
禁
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
に
至
り
ま
す
。 

 

逼
迫
し
た
国
内
の
繊
維
供
給
に
対
し
て
、
政
府
は
昭
和
一
二
年

（
一
九
三
七
年
）
に
ス
フ
（
ス
テ
ィ
ー
プ
ル
・
フ
ァ
イ
バ
ー
）
と
い

う
ク
ズ
繊
維
を
合
成
し
た
粗
悪
繊
維
を
奨
励
し
始
め
ま
す
。
戦
局
が

厳
し
く
な
る
に
つ
れ
国
内
の
繊
維
機
械
類
も
ス
フ
製
造
の
た
め
に

供
出
さ
せ
ら
れ
て
い
き
ま
す
。 

 軍
需
工
場
へ
の
道 

 

綿
花
統
制
で
原
材
料
調
達
も
危
う
く
な
っ
た
鬼
足
袋
工
業
は
軍

装
品
に
生
産
を
向
け
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
う
し
て
、

昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
年
）
の
敗
戦
ま
で
鬼
足
袋
工
業
は
軍
指
定

工
場
と
な
り
、
日
本
兵
の
衣
類
等
を
製
造
し
て
い
き
ま
す
が
、
昭
和

二
〇
年
の
米
国
Ｂ
二
九
の
空
爆
で
工
場
が
壊
滅
し
ま
す
。
終
戦
間
際

は
労
働
力
を
学
生
の
勤
労
動
員
で
補
充
し
て
い
た
オ
ニ
タ
ビ
は
労

働
力
も
な
く
、
生
産
設
備
も
灰
塵
と
化
し
、
復
興
も
な
い
ま
ま
終
戦

を
境
に
土
地
を
手
放
し
て
静
か
に
消
え
て
い
き
ま
し
た
。 

 

注
：
な
お
、「
地
域
研
究
：
鬼
足
袋
通
り
を
行
く
」
の
本
編
は
「
大

田
区
立
郷
土
博
物
館
「
紀
要
」
第
二
〇
号 

平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
度
」
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
図
書
館
等
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 
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